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冬の感染症から身を守りましょう 
養護教諭 藤川 章代 

 

 12 月初め頃からノロウイルスが原因と思われる感染性胃腸炎が急増し、６年ぶりの感染性胃腸炎の流行警報

と食中毒警報が同時に発令されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香川県の中でも特に中・西讃地区での患者数が増加していますが、６歳未満が７割を占めていて高校生への感

染はそれほど目立ったものではありません。しかし家庭での感染等によりこれから増加する可能性もあります。 

そして、１月に入るとインフルエンザの流行が懸念されます。昨年度は、三豊工でもインフルエンザが流行し、

全校生 300 人中 50 人近くの生徒が感染しました。新しい薬の効果で、ウイルスが残っていても熱が下がり登

校が可能となり、感染が拡大した場合もあったかもしれません。今年度から出席停止期間が、「発症した後５日

を経過し、かつ、解熱した後２日を経過するまで」と変更になったので、無理をせず快復に努めましょう。 

冬に感染症が流行るのは、寒くて乾燥した環境が人の免疫力を下げることも要因の一つと言われています。鼻

や口から侵入しようとするウイルスを防御したり、侵入したウイルスを体内で攻撃する力が弱くなっています。

予防にはよく言われている、手洗い・うがい・マスクに加えて、保温と水分補給、部屋の湿度調整が大切です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２４年１２月２１日 

  No.１０２ 

香川県立三豊工業高等学校 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の主な行事 

☆1/31（木）～2/5（火）卒業考査      ☆2/15（金）第 4回ＰＴＡ役員・理事会 

☆2/6（水）自己推薦選抜                ☆2/27（水）～学年末考査 

☆2/13（水）～2/15（金）インターンシップ（2年生） 

日 曜 行 事

１ 火 冬季休業日元日

２ 水

３ 木

※科目と日時の確認４ 金 ２学期再考査

５ 土

６ 日

２学期再考査７ 月

大掃除，服装･頭髪検査８ 火 ３学期始業式

９ 水 (進課)基礎学力模試(２年生；1～３限：英数国) 食堂営業開始

１０ 木

１１ 金 (進課)

１２ 土 ３級機械検査講習会（本校)

ジャパンマイコンカーラリー2013全国大会(札幌)１３ 日

１４ 月 成人の日

ＳＣ１５ 火 進学ガイダンス(放課後:1・2年 図書室・多目的室)課題研究発表会(2,3限：Ｅ科;多目的室)

１６ 水 (進課)朝の読書週間(8:30～8:50)

１７ 木 諸費等口座振替日課題研究発表会(5,6限：Ｍ科;多目的室)

１８ 金 (進課)第１３回工業系生徒研究成果発表会(本校) 情報技術検定(15:20～)

１９ 土

２０ 日 ２，３級機械検査技能士学科試験(10:00 高松) 技能検定電気機器組立(ｼｰｹﾝｽ制御)学科(高松)

ＳＣ２１ 月 (進課)

２２ 火

２３ 水 (進課)

２４ 木 生徒の職員室入室禁止※第４回国語小テスト 卒業考査時間割発表

英語検定(15:20～)２５ 金

２６ 土

２７ 日 ３級旋盤学科試験(高松)

ＳＣ２８ 月 (進課)科別就職・進学報告会（LHR；1・2年生）

２９ 火

３０ 水 表彰状伝達式・壮行会 ３年午前中授業(1～4限) (進課)

第３回ちょボラ・クリーンアップ活動(15:10～)３１ 木 卒業考査

☆冬休み課題の提出日厳守，各種届け出・承認事項の書類は早めに提出！☆
スクールカウンセラー来校１２：４０～１６：４０選択科目等調査(1・2年提出期限1/15～31) ＳＣ：

平成２５年      １月      行事予定表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新生徒会誕生！ 

 
生徒会役員選挙が１２月１７日（月）４限目に行わ

れ、各候補者が熱い思いを演説しました。以下の６

名が新役員に決定しました。三豊工業高校をより良

くしていくために一生懸命生徒会活動に取り組んで

くれることを期待します。また役員だけでなく、在

校生全員で学校を良くしていきましょう。 

 

生徒会長  電子科２年  垣見 宜男 

副 会 長  電子科２年  白川 瑞樹 

総務部長  電気科２年  三谷 拓哉 

文化部長  機械科 1年  長田 大輝 

体育部長  電気科１年  大福 佑希 

奉仕部長  電子科１年  大西 浩太郎 

 

 

 

緊急事態に備えよ！ 

 
１２月６日（木）の３限目に地震時の訓練、その後、

火災発生により運動場に避難という防災訓練が実施さ

れました。南海地震がいつ起きてもおかしくない現在、

日頃より一人一人の心がけがいざという時に命運を分

けると言われています。今回の避難所要時間は４分１

６秒でした。消火訓練も実施し、各自の防災意識が高

まる訓練となりました。 

 

 

クラスマッチ開催！ 

 
１２月１１日（火）、寒風の中、サッカー、ドッ

ジボール、バトミントン、卓球の４種目が行われ

ました。直前のＬＨＲで練習をするクラスがあっ

たりするほど、各クラス盛り上がっていました。

そして、当日は寒さを吹き飛ばすほどの熱い戦い

が繰り広げられました。また職員も卓球競技に参

加して、生徒達とともに汗を流し楽しみました。

各種目でポイントを付け、総合優勝はみごと電子

科２年が獲得しました。以下、２位は電子科３年、

３位は機械科３年と続きます。勝ったクラス、勝

てなかったクラスともに、一致団結して頑張って

取組むことができ、素晴らしいクラスマッチとな

りました。 
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クラスマッチ総合結果



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メカトロ部全日本ロボット相撲全国大会で好成績！ 

 
１２月１６日（日）、第２４回全日本ロボット相撲全国大会が東京の両国国技館で開催されました。この大会に

は、自立型で、電子科２年安藤圭吾君、電子科１年合田祐太君、ラジコン型で電気科３年吉田勇也君、電気科２

年田渕雅俊君、電子科２年細川和輝君が出場しました。そして、全国から強豪が集まる中で田渕君がラジコン型

準優勝、細川君が第３位という素晴らしい結果を獲得することができました。本当におめでとうございます。こ

れも日頃の練習の成果だと思います。指導に当たっていただいた先生方、保護者の方々、日々大変だったと思い

ますが、本当にお疲れさまでした。 

 

 

メカトロ部 ジャパンマイコンカーラリー四国地区大会 

 
１２月１日（土）、ジャパンマイコンカーラリー四国地区大会が高松工芸高校で行われました。四国４県から非

常に洗練されたロボットが集まり、本校からメカトロ部の生徒８名が出場しました。 

その中で電気科３年の吉田勇也君がみごと５位になることができ、平成２５年１月１３日に札幌で行われる全

国大会に出場できることになりました。本当におめでとうございます。素晴らしい結果を期待しています。 

 

 

人権映画開催！ 

 
１２月２０日（木）、体育館で「はやぶさ」を映画鑑賞しました。『２００３年５月９日に打ち上げられた小惑

星探査機“はやぶさ”。このプロジェクトは、地球と似た軌道を持つ小惑星「イトカワ」を調べることで太陽系

の起源を探る“理学”、そしてキセノンという物質をイオン化して電気推進するイオンエンジンによって飛行し、

小惑星表面から物質のサンプルを持ち帰る“工学”、二つの側面からミッションが課された画期的なプロジェク

トだった。あふれ出す「あきらめない」という強い想い、その原動力となった信念や夢、勇気と自信、そして

圧倒的な感動が観る者を包み込む。（公式サイトより』』 

非常にドラマティックな実話をリアルに映画化されていることにより、ハラハラドキドキした展開でした。

ラストの感動的な結末により、観終わった後にも余韻が残り、自分も何かに頑張らねばという気持になりまし

た。生徒、保護者、教員ともに楽しめた映画でした。 

 

 


